
 
  

 

― 年頭のごあいさつ ― 
        新年明けましておめでとうございます。 

～透析力アップを目指します～ 

         今年はソチ冬季オリンピック、サッカーワールドカップと大きなスポーツイベントが開催 

        されます。女子カーリングチームが五輪出場を決めた試合では、ノルウェーに第７エンドま 

        でリードを許す展開。しかしスキップ小笠原ママのスーパーショットで大量得点を奪い４人

の力の結集で、五輪出場権を獲得しました。女子サッカーのなでしこジャパン以来、スポー

ツ界はじめあらゆる分野で女性の活躍が目立っています。TV では昨年「あまちゃん」、「八

重の桜」と、力強くしっかり歩んでいく事の大切さを教えてくれました。 

 「女子力」は 2009 年の流行語大賞に選ばれていますが世の中ではずーっと継続されて 

います。透析センターでは、スタッフの「女子力」をパワーアップし男性 ME 含め全員で「透 

析力」を高めていきますので、今年もよろしくお願いいたします。 

          

年の始めにあたり、皆様のご多幸をお祈り申し上げます。 

        大震災が起こってから、人の輪が大切であることを実感しています。昨年は患者さんの間に 

        その機運が生まれつつあるような出来事がありました。忘年懇話会に前の年の２倍の方が参 

        加されたのです。透析生活を続けるには希望を失わないことが大切です。夢を持ちましょう。 

         昨年の暮れに熊本大学でヒトのｉＰｓ細胞から腎組織をつくったとの記事がありました。 

        ｉＰｓ細胞からつくった特殊な細胞に５つの成長因子を加えて培養し、２ミリ程度の立体的 

        な腎臓の組織を作つくりました。それが尿細管であったといいます。一昨年はマウスを使っ 

        た話を「ひまわり」に書きましたが、今度はヒトで成功したのです。やがて失われた腎機能

を       が回復する道が開けるでしょう。遠い夢ですが再生医療が成長しつつあるのです。 

 

         

明けましておめでとうございます。今年もバスキュラーアクセスを中心にがんばっていき 

       たいと思います。早期にアクセストラブルを発見し、適切に対処し、バスキュラーアクセス 

（シャントや透析の時に使う血管）を長持ちさせましょう。そのためには患者さん、家族の 

皆さん、医療スタッフがいつも連携しバスキュラーアクセスに関する情報を共有する事が一 

番大切だと思っています。 

 今年もよろしくお願いします。 
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クリニック透析忘年懇話会 

特別講演抜粋 

 

寿泉堂クリニック院長 

熊川健二郎 

 11 月２８日に行われたクリニック透析忘年懇話会で行った講演の内容を抜粋してお届けします。今年

は慢性透析療法の現状・透析患者さんに使用される最新のクスリ・透析と透析液について、３本立てで講

演を行いました。 

 

現在の日本の透析患者さんの現状・推移 

 

2011年末日では 304592人、 

日本人の419.6人 1人が透析患者

さんでしたので、 

1年間で 5354 人増加しました。 

 

この１年間で透析導入となった方

の原因となった病気の上位は 

糖尿病性腎症が 44.1％、 

慢性糸球体腎炎が 19.4％でした。 

 

国内最長透析歴の方は 

４４年９か月です 

 

透析患者さんに使用される最新のクスリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透析医療に関する知識 Ｎｏ．２１ 



内 服 薬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透析療法の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膜の素材や膜の穴の大きさなど様々な種類がありま  

                       す。大きさ（膜面積）は一般的なもので 1.0 ㎡～2.5                   

                       ㎡程度まで有り、患者さんの体格や毒素抜けの状況に 

                       よって選んで使っています。 

                       HDFやｵﾝﾗｲﾝ HDFは、通常の透析よりも膜に強い 

                       圧力がかかってしまうので、専用に作られた 

                       「ヘモダイアフィルター」を使って治療をします。 



 

透析液について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透析患者さんの体内の酸塩基平衡は HCO３という項目で把握します。左のピンクのグラフは透析前の値、 

緑のグラフは透析後の値で、透析前後でこれだけ是正されます。この値は低ければ良いという訳ではなく、 

低すぎると異所性石灰化の原因になったり、低カルシウム血症になって嘔吐や痙攣を引き起こしてしまい

ます。 

ですので、透析液はカリウムやナトリウムなど日頃の血液検査で目立つ項目の他、カルシウムや  

HCO３の調節も担っています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寿泉堂クリニックでは 9 月 23 日より、今まで使用していたキンダリー３E 号からキンダリー４E 号と

いう透析液に変更しました。 

これまでの透析液よりｶﾙｼｳﾑ濃度が少し高いものを使って、酸塩基平衡是正の他に副甲状腺機能亢進症な

どの症状に良い効果を期待して使用しています。 



 

 

冬の食事療法 
 

冬の季節は体への負担が多い季節です。 

特に、寒さで血圧が高くなったり、浮腫みがでやすかったりと 

腎臓への負担も増えます。 

食事では、忘年会や新年会、お正月料理や鍋ものなど 

塩分・水分も多くなりがちです。 

この時期は十分食事に注意しましょう。 

 

ポイントを確認！ 

 

 

鍋ものなどは、カロリーが低めのなりがちです。 

次の食事などでカロリーアップを上手に！ 

 

 

 

 

 

鍋ものなどは、カロリーが低めになりがちです。 

次の食事などでカロリーアップを上手に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食の知識  



 

 

 

 

 

 

２０１３年１１月２６日、姑娘飯店にて寿泉堂クリニック忘年懇話会が開催されました。今年で５回目

となった会は全員で 55人も参加して頂いて史上最高の参加人数で、会場も多盛り上がり！毎年恒例とな

ったカラオケ大会も大盛況、時間の都合で歌えなかった方が出たほどでした（歌えなかった患者さん、ご

めんね☆） 

 また、今年の熊川院長の講演は３つの演題のお話という事で透析に纏わる様々なお話をわかりやすく

まとめて頂き、透析についてまたひとつもふたつも知識を深めてもらえたかと思います。 

 

 ここで、この紙面を借りて患者さん皆さんにご報告が有ります。忘年懇話会の冒頭でイベント委

員長から話をさせて頂きましたが、現在クリニックの透析患者会を再発足させたいと言う動きが有

り、近く患者さん全対象の意識調査アンケートを取らせて頂きたいと思っています。皆さんご協力

のほど宜しくお願いします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントレポート１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ・ノロウィルスが流行する季節になりました。みなさん手洗い・うがい・マスク着用など感染対

策を心がけましょう！○し  

インフルエンザ・ノロウィルスの感染対策、感染後についてのパンフレットや６Ｆのポスターを再確認して感染

予防をして下さい。もし感染してしまった時は早めにスタッフまで報告して下さい。○か  
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